
 

情報公開文書内容 

研究課題名 一般社団法人日本脳神経外科学会データベース研究事業 
（Japan Neurosurgical Database：JND） 

研究期間 西暦 2018 年 3 月 6 日 ～ 西暦 2023 年 9 月 30 日 

研究の目的と意義 近年、高齢化の進展と医療費の増加に伴い、世界的に医療の質や適切な

医療へのアクセスに対する関心は高まりつつあります。本研究は、一般社

団法人日本脳神経外科学会（以下、本学会）会員が所属する、日本全国の

脳神経外科施設における手術を含む医療情報を登録し、集計・分析するこ

とで医療の質の向上に役立て、患者さんに最善の医療を提供することを目

指すことを目的とします。基盤データベースでは、悉皆性の高い簡素な診

療情報を収集し、より高層階では、臨床研究、医療機器開発、治験、市販

後調査などの個別の目的に応じたデータベースを構築する予定ですが、本

研究申請では、基盤データベースに基づく登録研究事業を対象とします。 
収集したデータを分析することにより、日本の脳神経外科医療の実態を

可視化し、明らかとなった課題に対して実データに基づく改善策の検討

や、施設、地域や全国単位での医療の水準を明らかにし、比較すること

などが可能となります 
また、分析結果から、より正確に手術や治療にともなうリスクが明らか

となり、担当医は患者さんやご家族とともに、治療に伴うリスクとベネフ

ィットを共有した上で、治療方針を決定することができます。全国の脳神

経外科医療の実態を俯瞰した視点で検証することで、より良い脳神経外科

専門医制度のあり方を検証するための基礎資料ともなります。 
今後、基盤データベースを発展させ、さまざまな研究と連携して運営す

ることで、臨床現場がさらに充実した脳神経外科医療を提供していくた

めに役立つものとなります。 
研究方法 研究参加施設からのデータ登録は、インターネットを介して、手術を含

む脳神経外科医療情報データを収集し、業務委託した会社が管理するク

ラウド上のサーバー上でデータを保存します。登録のためのウェブサイ

トを2018年1月に開設し、各参加施設のデータ登録担当者が入院、手術

・非手術・治療の情報を登録します。データ登録担当者は本学会会員、

かつ、各施設の責任者が承認した脳神経外科医師です。 
個人情報の保護、 
研究参加の拒否について 

利用する情報からは、お名前、住所など、患者さんを直接同定できる個

人情報は削除します。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されます

が、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用しません。 
また、本研究への参加拒否を希望される患者さんについては、担当医師

にお申し出ください。 

結果の公表 研究で得られた結果は、学会、医学専門誌への発表を予定しています

が、その際にも、患者さんの名前など対象者を特定できる情報は含まれ

ません。 
問合せ先 【研究責任者】 

京都第二赤十字病院 脳神経外科 副部長 村上 守 
〒602-8026 京都市上京区釜座通丸太町上ル春帯町 355-5 
TEL：075-231-5171（代） FAX：075-256-3451（代） 

 


